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全体の考察
今回、種別の異なる３施設を見学することができ、現在それぞれで行っている取り組みは、常に変化し続ける各制度がその背景にある。従って、それらの制度や行政の動きを把握しておくことと、その動きの中で、自分たちの施設はどうあるべきかを模索した結果、独自のものが展開されていると感じた。日々の業務を行いながら制度を学習し、今の社会が求めている施設のあり方を考え、限られた環境の中で改善していく姿勢を大切にしていこうと思う。

また、各施設とも地域の機関、住民、ボランティアなどを巻き込んだ活動を行っており、参考にすべき点が数多くあった。地域性もあるかと思うが、参考にできる部分は取り入れ、自分の日頃の活動をより質の高いものにしていきたい。

※以下に、各施設の活動を事前に挙げた質問事項に沿ってまとめていく。

○社会福祉法人いきいき牧場　通所授産施設「のびやか丸」

①施設の利用状況

・利用対象者－雇用されることが困難な精神障害者及び知的障害者であって、且つ将来就労を希望する者

・H16.10.1現在　利用者内訳

　　精神障害者は平均年齢44.4歳、平均入院歴7.9年（2.7回）。合計23名（内女性6名）で、20歳代2名～70歳代1名と、その差は幅広い。知的障害者は、平均年齢29.2歳。20歳代と30歳代の合計5名の利用者が利用している。

②作業内容

（１）花苗栽培及び農作業：冬期間以外は実施しており、盛岡市の緑課からの依頼もある。メンバーの自発を促し、それぞれの特性に合った作業を継続して行うことで、作業習慣や忍耐力の習得を目指す。

（２）ハーブや農産物の生産：ハーブは5月～11月にかけて、ハーブ園から収穫したハーブを製品化し、苗生産し販売する（ハーブ教室も開いている）。メンバーの好みを取り入れた品種を栽培し、作業への意欲を引き出し、育てる喜びと収穫の楽しみを味わえるようにする。

（３）補装具及び自転車の整備作業：特に冬期間における授産作業の充実をはかる。

（４）りんごジュース・りんごチップ販売：随時販売する産直センターがある。

　・生産された製品の販売は、メンバー自らが販売してまわるなど、消費者へ手渡しできるようにする。

・授産工賃－700円/日（半日休みの人は半額など）

③生活・就労両立の為の支援

　利用者はグループホーム入居者が多く、グループホーム世話人とは毎日電話で利用者の情報交換を行い、世話人と直接会う機会も設けている。その他地域生活支援センターとの連携も意識して行っている。また、服薬管理については利用者個人の責任で行ってもらっているとのこと。就労については、障害者職業センターやジョブコーチ制度を利用しながら支援である。利用者は担当制ではなく、話したい時に話したい職員と、作業をしながらリラックスした雰囲気の中話し合える配慮を行っている。作業評価については、職業センターの評価表などを参考に、職員と本人による振り返り、目標の設定を行い、施設独自の評価表は用いていない。

　利用者は、施設周辺の7箇所の医療機関に関わっているが、その医療機関との定期的な連絡は特に行っていない。

④課題

・作業科目がハウス、木工、畑、ハーブなど日替わりである為、単発的に作業に加わった人は手順が

わからない。そのような人たちへの支援を工夫していかなければならない。

・施設卒業生による体験発表の場があるが、特定の人に固定化してしまう傾向がある為、それを今後どうするか。

・現状の作業状態で満足している人が多く、就労ステップアップへの動機付けをどうするか。

考察
　今回、岩手県の１授産施設の概要を知ることができ、障害者にとって仕事をすることの意味を考えさせられた。病院に何十年と入院経験のある方もおり、その方にとっては今の地域で生活できることが大切であり、それ以上の就労のステップアップということは、利用者にとって必ずしも望むべきものではないのだと思う（利用契約する際にその点は配慮する必要があると思うが）。利用者・行政どちらの為の制度なのか、という考えも起こった。仕事が全てではないという考えの一方、障害者の就労のステップアップを目指す社会の動きや、就労の体制づくりが求められる中、就労の必要性を感じることも事実である。

　「のびやか丸」では近隣住民や地域の機関、市とも上手く連携し作業が進められている。このような地域社会でのネットワークが必要であると感じた。

自分の業務に生かせること
　利用者の就労・生活支援の為の基本的考え方について再認識させられる点は多かった。就労・生活どちらが欠けても、障害者にとって満足のいく生活にはならないということに共感ができるが、障害者個人の能力や進むペースであったり、今までの生活歴を大切に、支援者の思いが優先してしまわないよう、意識して利用者に関わっていこうと思う。

　「のびやか丸」ではセルフヘルプ会の立ち上げは行っていないとのことだったが、休日には仲の良い人同士で温泉に行ったりと、出かけることもあるという話もあった。大切なのは利用者がそのように休日などを楽しく過ごすことができ、その中で当事者同士で不安や悩みが解決できたり、日々を充実して過ごせるという実感があることだと感じる。そのことが生活にメリハリをつけ、仕事により能率的に取り組むことにつながる。青明舎では今後、当事者活動の組織化を目標にはしていくが、あくまでも利用者が「楽しい」と感じる思いを大切にしていきたい。

　

○社会福祉法人みやま会　生活訓練施設「みやま寮」

①施設の概要、入所状況など

・東北で、1番初めの生活訓練施設。

・現在17名入所（男性14名、女性3名）、平均年齢40歳（年齢幅は28歳～66歳）。

・食事の準備・調理・施設内の清掃は、当番制で行う。

・自治会あり（会長1名・副会長2名）。6ヶ月～1年で役員交代。月に1度の行事は全員で行う。

・利用者負担金（４～９月　46,700円　10～3月　48,500円）

　　内、行事費・・・月額2,400円

　　　　食費・・・月額30,000円

・退所して仕事に就く人が多い→入所中に、職場での訓練を行う（プラスチック製品工場、自動車整備工場など）。出勤簿形式で、1人約5千円/月の収入になる。近くの農場に４～５人が手伝いを依頼されることもある。その他の日中の作業としては、豆の選別、肥料作りなど。施設に残り、掃除の仕方を練習している方もいる。

②生活目標の設定と、動機づけへの働きかけ。また、その評価方法について。

・生活目標の設定＝退所後の生活のイメージ作り

・評価スケールについて独自のものは特になく、PSW5名が担当ごとに利用者に関わり、何かあれば職員全員で話し合うという体制をとる。

③他機関との情報共有、連携。利用者の退所にあたり、施設がどこまで関わるか等。

・施設内だけのケア会議が月に2回、その他グループホーム世話人、地域生活支援センターなども参加の合同ケア会議もある。
・退所時は、支援センターとの情報交換を行いながら、途切れない支援を行う。

・退所後は単身生活となる方が多いが、全く身寄りがなく、病院のSWが保証人になっている方が2名いる。

・退所しても、日中近くの病院デイケアに通所したり、施設の家族会の存在がある為、何かしらの形でつながりはある。

考察
青山荘と同じく「みやま寮」でも入所者の大半を男性が占め、ここの点について、女性は入院前の生活歴から、退院後は家事などの在宅復帰に比較的早く戻れる為、との説明があり、同意できたとともにそれならば、主に男性である入所者へは、より具体的な支援目標を設定し、ポイントを絞った働きかけが必要なのではと感じた。「2年という短い入所期間の中で何ができるか」という思いを「みやま寮」職員も感じており、まずは今後の生活のイメージ作りを大切にするとのことだった。入所したばかりの方は、入所したこと自体が大きな変化であり、退所後の生活まではイメージがわかないという現実もあるが、今後自分がどのような生活をしていきたいかを本人自身が思えることは、生活訓練施設の大きな意味の1つではないかと私は思う。

　「みやま寮」では、入所中から訓練を含む仕事に就き、多少なりとも賃金を得ていることから、生活保護受給との併用が問題となるようであった。入所者が金銭のことで不安を感じないよう、また様々な金銭問題に主体的に対処していけるよう、個人の生活状況に応じた支援を念頭において考えていきたい。

自分の業務に生かせること
「みやま寮」では、民生委員やボランティアとの関わりが定期的にあり、その他近隣の学校の入学式・卒業式に招待されたりすることもある。そのような地域との関係性を築く為には、地域の祭りに参加したり、施設職員が地域でのボランティア活動を行ったりと、施設側から地域に歩み寄っていく姿勢が大切なのだと実感した。今後、青明舎において自分は、フットワークを軽くし、住民との交流が深められるような地域に溶け込んだ企画・活動を行っていこうと思う。

○社会福祉法人みやま会　地域生活支援センター滝沢

①センター登録状況と、登録者への支援状況について。

・登録者数145名（内、70名が盛岡市内在住）。職員は７名体制（2名がみやま寮職員）で、1人につき40名程の担当をもつ。支援で大きな割り合いを占めるのが、生活相談（就職・生活情報・将来の不安・社会参加・結婚）である。

・就労相談

　　職親－岩手県では、年間100人くらいの予算。

　　職業センター、盛岡広域圏障害者就業支援センター「my夢」の利用。「my夢」では、就業前支援、就業前の訓練等の紹介、実習のあっせん・実施、就業初期支援、職場定着支援、離職後の支援などを行う。

・月2回は訪問日。最近は盛岡市からの訪問依頼もある。

・盛岡市内に、憩いの場「和」

1日平均12人程の利用がある。PMは、必ず職員がいる。

　　希望者がいれば、1人200円くらいで買出しをし、食事作りも行う。

　　現在、「和」に変わるサテライトを、新しく建築中（浴室付）

②セルフヘルプ活動について

　ピアカウンセラーの人材育成の動きがある。H17.1下旬～研修あり。県から、ピアカウンセラー事業を進めることで、助成がつく。県内9箇所のセンターで、普及活動が行われている。

③地域やボランティアとのつながり

・憩いの場「和」の敷地内の公民館で、住民向けの講座を開催した。また、行事ボランティアへの声かけに対しては、近隣の大学生がボランティアとして参加。

・「和」を設立する際の地域への働きかけとして、自治会への説明を行った。

④利用者への家族支援

登録利用者のうち、家族と同居している方が62名。ケースに応じて家族と関わるが、まだまだセンターの認知度は低い。

⑤他機関との連携

　盛岡市立病院と、合同ケア会議を始めた。ここ3年は、県と一緒に3障害に対応しようという動きがある。

考察

登録者が145名と聞き、その数に驚いた。センター周辺には、5箇所の病院・5箇所のクリニックがあり、そこからの利用登録が多いとのことである。しかし、支援の目標は？期限は？などどこかで支援の振り返りを行う必要性を感じるとの話もあった。青明舎の登録者は55名と数は少ないが、その中でも関わりの見直しが必要な方が何名もいる。普段自分が行っているサービスの質を考えながら、また青明舎全体で検討していきたい。

サテライトの利点は、利用者が何もしなくてもよく、利用を自分で選べることだと思う。利用者にとって居心地の良い場となるよう、利用者同士の交流が深まるよう、環境整備・体制作りを考えていきたい。また、「地域生活支援センタ－滝沢」は私の所属する機関とは異なり、併設された医療機関というものがない。従って、多くの医療機関に関わっている利用者の情報収集を行い、状態を正確に把握してこそ、緊急時には迅速な対応が可能となるのだと思う。

自分の業務に生かせること
　活動していく中で、行政との関わりや動きにも目を向けていく姿勢を学び、自分の勉強不足を感じたとともに、様々な分野へのアンテナが必要だと思った。家族との関わりについて、家族の支援センターへの理解度が低く、家族教室開催の案も出ているということであった。理解度が低いというのは、青明舎でも一緒である。青明舎の役割を少しずつでも知ってもらう活動とともに、利用者を支える力がより強まるよう、障害への知識を深めたり家族同士の交流を目的とし、家族会を立ち上げ、内容に盛り込んでいこうと思う。










